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石田薩助

大正 8年 (1919)12月 31日  石田祀助が、江原素六にあてた手紙
(江原素六文書E a 31)

石
田
祀
助
の
手
紙

昭
和
三
八
年

（
一
九
六
三
）
第
五
代
国
鉄

総
裁
に
就
任
、
東
海
道
新
幹
線
の
開
業
な
ど

を
担
当
し
、
民
間
出
身
の
ユ
ニ
ー
ク
な
人
柄

と
清
新
さ
で
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
石
田
祀

助

（
一
八
八
六
～

一
九
七
八
）
は
、
戦
前
に

は
三
井
物
産
で
活
躍
し
た
実
業
家
だ
っ
た
。

彼
は
静
岡
県
の
西
伊
豆

・
松
崎
の
生
ま
れ

で
あ
り
、
同
郷
の
江
原
素
六
を
頼
り
麻
布
中

学
校
に
学
び
、
親
し
く
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
。

明
治
三
六
年

（
一
九
〇
三
）
に
江
原
の
長
男

が
亡
く
な
っ
た
時
は
、
寄
宿
合
総
代
と
し
て

悔
状
を
書
い
て
い
る
。
（江
原
素
六
文
書
Ｅ
Ｉ

ａ
‐
３２
）
ｏ

東
京
高
等
商
業
学
校
卒
業
後
、
三
井
物
産

に
入
社
、
シ
ア
ト
ル
、
ボ
ン
ベ
イ
、
カ
ル
カ

ッ
タ
、
大
連
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
の
支
店

長
を
歴
任
し
、
昭
和

一
一
年

（
一
九
二
六
）

常
務
、
同

一
四
年
代
表
取
締
役
と
な
っ
た
。

日
米
開
戦
反
対
を
政
府
に
進
言
し
よ
う
と

す
る
な
ど
、
リ
ベ
ラ
ル
な
国
際
派
経
済
人
と

し
て
知
ら
れ
る
が
、
若
き
日
の
大
正
期
に
恩

師
江
原
に
あ
て
た
手
紙
か
ら
も
そ
の
こ
と
が

伺
え
る
。

大
正
八
年

（
一
九

一
九
）

一
二
月
二

一
日
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付
の
書
状

（江
原
文
書
Ｅ
ｌ
ａ
１
３‐
）

か
ら
紹
介
し
て
み
よ
う
。
中
国

へ
向
か

う
客
船
が
門
司
港
に
停
泊
中
に
書

い
た

も
の
で
あ
る
。
彼
は
久
し
ぶ
り
に
日
本

に
帰
国
し
て
い
た
ら
し
く
、
「新
聞
共
他

に
て
日
本
の
不
安

二
就
き
憂
慮
致
居
候

処
念
日
本

へ
参
り
候
て
共
状
態
を
実
見

致
候
結
果
は
共
危
険
な
る
事
予
想
以
上

二
御
座
候
」
と
言
い
、
「保
守
的
の
人
々

ハ
ロ
本

二
不
安
な
し
」
と
断
定
す
る
が
、

そ
の
人
々
の
果
し
て
何
人
が
先
般
の
米

騒
動
を
予
期
し
た
だ
ろ
う
か
と
続
け

る
、
然
も
今
日
の
日
本
の
状
態
は
米
騒

動
時
代

二
比

べ
よ
り

一
月

の
ユ

一８
【

の
状
態

二
有
シ
物
と
見
シ
間
違
な
く
と

存
候
、
或
米
人
が
ω
ｏ
一３
０
お
日
の
発
生

は
、
極
上
層
と
極
下
層
の
両
階
級
に
在

り
と
申
候
が
、
今
回
、
坂
神
に
参
り
候

て
共
成
金
連
中
の
家
奢
振
を
見
て
は
富

者
階
級
亦
“
ｃ
一３
２
お
ヨ
の
発
生
者
な

り
と
ぞ
の
事
の
真
理
な
る
ヲ
真

二
悟
り

申
候
」
と
さ
ら
に
続
く
．
す
な
わ
ち
、

石
田
は
米
騒
動
後
の
日
本
の
社
会
状
況

を
観
察
し
、
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
な
ど
の

急
進
的
な
階
級
闘
争

の
発
生
の

一
因
が

資
本
家
側
に
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
に
も
今

後
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
が
確
実
に
起
き
る

と
確
信
す
る
と
ま
で
言
う
。

さ
ら
に
、
「
兎

二
角
過
去
三
ヶ
年
間

ニ

於
け
る
日
本
人
思
想
の
変
化
は
恐
ろ
し

き
物
有
り
」
と
し
、
政
治
家

へ
も
批
判

の
矛
先
を
向
け
る
。
「
為
政
者

ハ
此
変
遷

し
つ
ヽ
有
る
思
想
を

ｒ
８
０
し
て
善
化

す
る

二
非
ず
、
唯
何
等
の
理
解
な
く
て
、

之
を

３
の
鼻

せ
ん
と
し

つ
ヽ
有
る
哉

二
被
見
申
候
」
。
「
政
府
井

二
資
本
家
の

代
表
者
力
何
故
も
少
し
大
き
く
出

で

て
、
労
働
者

へ
同
情
の
有
る
処
を
も
少

し
示
す
様

二
努
力
せ
ざ
り
し
哉
、
多
数

の
人
々
が
大

二
遺
憾
と
す
る
所
、
蓋
し

道
理
有
り
と
存
候
」
。
そ
し
て
、
宮
内
省

が
皇
室
財
産
の
拡
大
に
躍
起
に
な

っ
て

い
る
こ
と
を
批
判
す
る
者
が
い
る
こ
と

を
例
に
出
し
、
「
日
本

ハ
何
処
迄
も
皇
室

中
心
主
義
に
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
事

ハ

誰

一
人
異
議
有
る
べ
き
筈
」
は
な
い
が
、

宮
内
省
の
役
人
の
よ
う
に

「
世
界
思
想

の
大
勢
」
を
無
視
し
た
よ
う
な
政
治
が

続
く
と
、
「其
結
果
の
那
辺

二
落
付
く
や

蓋
し
憂
う
べ
き
物
か
有
之
と
存
候
」
と

一
甲
つ
。

そ
し
て
最
後
に
、
「
兎

二
角
此
労
働
間

題
の
解
決
の
結
果
如
何
が
今
後
日
本
の

盛
求

暴
を
握
き
る

ズ
ｑ

な
り
と
存
候
」

と
し
、
「此
意
味

二
於
て
先
生
の
如
き
人

⌒

等
が
新
年
を
期
し
其
国
政

二
向
て
充
分

の
御
努
力
被
遊
候
事

（
小
生
の
切

二
希

望
致
候
処

二
御
座
候
」
と
結
ん
で
い
る
。

石
田
は
過
去
三
年
間
に
お
け
る
日
本

人
の
思
想
の
激
変
を
述
べ
て
い
る
が
、

大
正
六
年

（
一
九

一
七
）
か
ら
八
年
ま

で
の
間
に
は
、　
Ｆ
ン
ア
革
命
、
シ
ベ
リ

ア
出
兵
、
米
騒
動
、
朝
鮮
三

・
一
独
立

運
動
、
中
国
五

・
四
運
動
な
ど
、
実
に

大
き
な
事
件
が
国
内
外
で
起
き
て
い
た

の
で
あ
る
。
特
に
国
内
的
に
は
普
選
運

動

・
労
働
争
議

・
小
作
争
議
が
高
揚
す

る
な
ど
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が

一
気

に
深
化

・
拡
大
し
た
時
期
で
あ

っ
た
。

石
田
の
手
紙
に
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代

状
況
か
ら
す
る
知
識
人
の
危
機
意
識
が

法

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
大
正

一
一
年

（
一
九
二
三
）
五

月

一
二
日
付
で
イ

ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ

か
ら
出
さ
れ
た
手
紙

（江
原
文
書
Ｅ
Ｉ

ａ
‐
３３
）
を
紹
介
し
よ
う
。
江
原
が
亡

く
な
る
わ
ず
か
七
日
前
の
も
の
な
の
で

彼
は
た
ぶ
ん
こ
れ
を
読
む
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
…
。

ま
ず
、
「
母
国
衆
議
院
の
醜
態
実

二
困

っ
た
物

二
御
座
候
、
新
聞
紙
を
通
し
て

見
た
る
日
本
の
現
状
無
心
に
て
其
将
来

を
想

へ
ば
呆
し
て
無
事

二
唯
今
の
過
渡

´

期
を
切
抜
得
る
哉
否
ヤ
寒
心

二
堪

へ
ざ

る
物
有
之
候
」
と
、
議
会
の
醜
態
を
酷

評
す
る
。
ま
た
、
「
労
働
者

ハ
取
る
事
を

知

っ
て
与
ふ
る
事
を
知
ら
ず
」
、
「令
を

持

て

る

者

乃

至

９

■

“
″

∽
　

ハ

咀
希

”
Ｓ
Ｔ

の
要
一計
を
知
ら
ず
」
と
労

働
者
と
資
本
家
の
双
方
を
槍
上
に
挙
げ

る
。
特
に
、
「大
体
金
持
か
金
を
持

つ
愉

快
な
る
物

ハ
其
之
を
獲
る
道
程

二
存

し
、
持

っ
て
し
ま

へ
ば
存
外

つ
ま
ら
ぬ

物
な
り
と
小
生
考

へ
居
候
」
と
述
べ
、

金
を
稼

い
だ
ら
そ
れ
を
社
会
に
還
元
し

て
こ
そ
意
味
が
あ
る
と
主
張
、
「
三
井
の

幹
部
等

二
も
之
等
の
点
に
於
て
存
外

つ

ま
ら
ぬ
人
等
多
き
様
」
で
あ
る
と
指
摘

し
、

そ

の
よ
う

な

人

々
は

「
も
少
し

〓
“
ヨ
”
●
Ｆ
器
の
如
何
な
る
物
か
を
考

へ
た
ら
よ
か
ら
ん
」
と
資
本
家

・
経
常

者
の
姿
勢
を
批
判
し
て
い
る
。

以
上
二
通
の
手
紙
を
紹
介
し
て
み
た

が
、
後
年
の
石
日
の
活
躍
ぶ
り
を
労
髯

と
さ
せ
る
実
に
率
直
な
内
容
と

い
え

る
．
逆
に
言
え
ば
、
四
四
歳
も
年
長
の

「
人
保
生
ま
れ
の
老
人
」
た
る
江
原
が
、

こ
の
よ
う
な
若

い
人
の
意
見
を
吸
収
で

き
る
だ
け
の
柔
軟
な
思
想
を
有
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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キ
■…
‐‐一
ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

⑩

古
来
沼
津
は
港
町
で
あ

っ
た
「
様

々

な
物
資
の
集
散
地
と
し
て
多
く
の
船
が

出
入
し
た
。
そ
の
た
め
海
難
救
助
を
担

当
す
る
組
織
が
発
達
し
た
。
周
辺
の
我

入
道
村
や
内
浦

・
西
浦
の
漁
村
で
は
若

者
組
が
そ
の
機
能
を
担

っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
沼
津
宿
で
は
本
町
に
属
し
た
下

河
原
の
壮
年
男
子
が

「船
手
若
者
」
と

し
て
組
織
さ
れ
た
。
主
に
漁
業
や
塩
業

に
従
事
し
た
人
々
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は

公
的
に
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

浦
千
役
と
い
う
役
人
の
監
督
下
に
置
か

れ
て
い
た
。

ま
た
、
浦
手
役
と
の
共
同
が
は
っ
き

り
し
な
い
が
、
船
手
名
主
と
い
う
役
職

も
置
か
れ
て
い
た
．
船
舶
運
漕
の
こ
と

（
ヽ
キ
絆
一ヽ
業
一難
一＝
一＝
撃

や
難
破
船
の
取
り
扱

い
な
ど
を
担
当
し

た
。
沼
津
宿
に
は
本
町
だ
け
に
置
か
れ

て
い
て
、
新
居
氏
、
久
保
田
氏
、
窪
田

氏
、
和
田
氏
な
ど
が
つ
と
め
た
と
い
う
。

新
町
と
仲
町
の
四
辻
に
は
船
手
高
札
が

設
置
さ
れ
、
船
舶
に
関
す
る
法
令
を
専

門
に
掲
示
し
た
。

と
こ
ろ
が
明
治
維
新
後
そ
れ
ら
の
制

度
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
下
河
原
で
は
私

的
に

「海
済
団
」
と
称
す
る
結
社
を

つ

く
り
、
海
難
救
助
活
動
を
続
行
す
る
こ

（

と

に
し

た
。

海
済
団
に
は
活
動
用
の
専
用
船
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
不
足
を
感
じ
て
い
た
団

員
は
有
志
の
協
力
を
得
て
千
茂
登
座
を

会
場
に
慈
菩
演
劇
を
開
催
、
そ
の
収
入

と
沼
津
町
か
ら
の
補
助
金
と
で
新
し
い

船
を

一
隻
建
造
す
る
こ
と
に
し
た
。
明

治
三
四
年

（
一
九
〇

一
）
二
月
に
完
成

し
た
そ
の
船
は
、
「海
済
丸
」
と
名
付
け

ら
れ
た
。

そ
の
こ
と
を
記
念
し
た
石
碑
を
川
辺

神
社
に
建
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
丁
長

（団
長
の
こ
と
か
）
大
熊
初
太
郎
は
前

沼
津
町
長
大
道
寺
治
郎
に
撲
文
を
依
頼

し
た
。
そ
し
て
同
年
五
月
、
そ
の
記
念

碑
が
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
な
海
済
団
と
海
済

九
に
関
す
る
由
来
を
刻
ん
だ
石
碑
の
原

文
が
左
に
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お

現
存
す
る
石
碑
は

一
部
欠
損
し
て
お
り

碑
文
も
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
が
、
大
道
寺
治
郎
が
書
き
残

し
た
碑
文
草
稿
と
突
き
合
わ
せ
る
こ
と

で
文
章
を
復
元
し
て
み
た
。

〈参
考
文
献
〉
問
宮
喜
十
郎
稿

「
沼
津

史
料
　
第

一
」
、
同

「
沼
津
史
料
　
第

六
」
、
沼
津
市
郷
上
研
究
会
編

『沼
津
市

一ぬ
　
全
』
、
大
道
寺
治
郎
続

「
職
務
録
し

（大
道
寺
豊
氏
所
蔵
）
。

海

'テ

当F

団

と

海

済

丸

海済丸記念碑

(沼津市下河原・川辺神社 )

丸己］雪］ロ

徳
川
幕
府
之
制
置
吏
十
沿
海
之
地
称
目
浦
手
役
取
郷
曲
丁
壮
服
漁
塩
者
属
之
称
口
船
手
若
者

毎
有
船
舶
遇
腱
於
海
中
者
史
率

――ｌｉ
救
済
之
吾
郷
下
河
原
Ｆ
壮
世
充
船
手
若
者
明
治
之
初
史
廃

丁
壮
則
私
結
伍
日
海
済
団
常
具
船
構
以
備
赴
船
舶
之
急
其
義
勇
為
世
人
所
称
先
是
Ｆ
壮
憾
船

之
堅
者
不
足
乃
謀
諸
遠
近
志
十
延
俳
優
張
慈
善
演
劇
千
千
茂
登
座
用
其
所
人
之
資
併
沼
津
町

補
助
金
新
造
船
壱
隻
令
舷
弐
月
成
堅

ｌｆｌｉ
疾
命
日
海
済
丸
郷
之
川
辺
神
Ｆ
壮
所
崇
敬
也
将
頼
神

威
霊
以
当
救
済
之
事
因
立
石
千
祠
前
記
其
由
使
後
之
丁
壮
有
所
揚
焉
乃
者
丁
長
乞
余
文
夫
敬

神
尚
義
吾
郷
俗
之
所
固
有
況
得
船
之
堅
而
新
者
自
今

―ｌｌｉ
後
丁
壮
之
功
徳
顕
於
暴
風
猛
雨
激
浪

衝
天
之
間
蓋
大
可
知
也
於
是
乎
記

明
治
三
十
四
年
二
月

沼
津
大
道
寺
治
郎
撲

沼
津
鳥
沢
恭
三
謹
書
　
　
真
島
清
太
郎
錆
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◎
常
設
晨
示
替
え

「
自
で
み
る
沼

津
の
歴
史
」
に
つ
い
て

当
館
で
は
こ
れ
ま
で
、
「
江
原
素
六
」

「
沼
津
兵
学
校
」
あ
る
い
は

″
明
治
″

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
テ
ー

マ
や

時
代
を
対
象
と
し
た
企
画
展
を
開
催
し

た
り
、
史
料
を
収
集

・
保
存
し
て
き
ま

し
た
。
去
る

一
二
月
二
〇
日

（Ｈ
）
か

ら
公
開
す
る
こ
と
に
な

っ
た
今
回
の
常

設
展
示
替
え
で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
や

史
料
を
盛
り
込
み
、
沼
津
の
通
史
を
構

成
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

●
原
始
時
代
の
沼
津

●
古
代
の
沼
津

●
中
世
の
沼
津

●
戦
国
時
代
の
沼
津

●
近
世
の
沼
津

領
主
／
沼
津
宿
と
原
宿
／
農
民
の
生

活
／
漁
民
の
生
活
／
愛
鷹
牧
／
江
戸

時
代
の
文
化

●
近
現
代
の
沼
津

静
岡
藩
／
維
新
の
諸
改
革
／
文
明
開

化
と
殖
産
興
業
／
東
海
道
線
の
開
通

と
沼
津
御
用
邸
／
日
清

・
＝
露
戦

争
／
産
業
革
命
と
沼
津
市
の
誕
生
／

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
／
昭
和

の
十
五
年
戦
争
／
戦
後
の
民
主
化
と

復
興
／
高
度
経
済
成
長

な
お
、
「江
原
素
六
」
と

「沼
津
兵
学

校
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
当
館
の
特
殊
テ

ー
マ
と
し
て
従
来
通
り
で
す
。

◎
歴
史
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す

常
設
展
示
の
中
に
通
史

コ
ー
ナ
ー
を

充
実
し
た
こ
と
に
合
わ
せ
、
古
い
時
代

か
ら
新
し
い
時
代
に
わ
た
る
郷
土
に
関

す
る
様
々
な
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
た
歴

史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

時
間

一
午
後
２
時
～
４
時

場
所

¨
明
治
史
料
館
講
座
室

定
員

一
五
〇
名

受
講
料

一
無
料

日
程

・
講
師

・
演
題

¨
表
の
通
り

◎
沼
津
市
明
治
史
料
館
史
科
日
録

‐３
の
刊
行
に
つ
い
て

『岡

一
色

・
西
沢
田
区
有
文
書
目
録
』

Ｂ
５
判
　
九
六
頁
　
頒
価

一
二
〇
〇
円

当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
岡

一
色
六

二
〇
点
、
西
沢
田
二
五
二
点
の
近
世
か

ら
近
代
に
か
け
て
の
区
有
文
書
に
つ
い

て
、
日
録
化
し
た
も
の
で
す
。

◎
受
贈
刊
行
物
の
紹
介

歴
史
論
叢
第
二
号

（静
岡
県
歴
史
研

究
会
）
、
湯
山
半
七
郎
日
記

（裾
野
市
史

編
さ
ん
室
）
、
写
真
集
静
岡
県
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
史

（静
岡
県
体
育
協
会
）
、
創
立

五
十
周
年
記
念
誌

（沼
津
工
業
高
等
学

校
）
、
駿
河
第
４７
号

（駿
河
郷
上
史
研
究

会
）
、
ふ
る
さ
と
の
暮
ら
し
と
祭
り

（裾

野
市
立
富
士
山
資
料
館
）、無
阪
町
立
郷

土
資
料
館
年
報
第
１
号

（無
阪
町
立
郷

土
資
料
館
）
、
信
仰
の
道
秋
葉
道

（新
居

関
所
史
料
館
）
、
加
藤
ま
さ
を

（藤
枝
市

郷
上
博
物
館
）
、
金
谷
町
史
地
誌
編

（金

谷
町
役
場
）
、
静
岡
の
文
化
第
３‐
号

（静

岡
県
文
化
財
団
）
、
小
山
町
の
歴
史
第
６

号

（小
山
町
役
場
町
史
編
さ
ん
室
）
、
小

山
町
史
資
料
所
在
日
録
第
１２
～
‐５
集

（同
上
）
、
森
町
所
在
古
文
書
目
録
第
７

集

（森
町
史
編
さ
ん
委
員
会
）
、
〓
一島
市

誌
増
補
資
料
編
Ｈ

（三
島
市
）
。

以
上
最
近
受
贈
の
県
内
関
係
の
も
の
。

ン
一辣
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H   だ∴ 講 ア  ー  マ

2月 6日 0

2月 14[J(0

2月 20H(■ l

2'127「 1(1)

川島茂裕氏 (麻布大学講師)

樋「]雄彦 (当館学芸員)

関根省治氏 (富士宮北高校教締

村瀬隆彦氏 (庵原高校教諭)

源頼朝の富 ヒ山裾野の巻狩

東駿・北豆の借金党

江「 i時代前期の駿 河代官

戦時下の軍隊と静岡県民

一人ir洋戦争末期を中′しヽとして一

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
３２
号

鉤
鰈
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
側
沼
津
市
西
熊
堂
二
七
二
―
上

電
　
話
〇
五
五
九
上
〓
一Ｉ
■
■
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
上
．五
■
一〇

一
人

-4-


